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 1962年 に発表 されたThe Golden Notebookは 構造上 もテー マ上 も非常 に
新 しく複 雑で あ り、 しば しば読者 の混乱 を引 き起 こ した。混乱 の主 た る要因
を挙 げ る とす れ ば、各 ノー トブ ックに登 場 す るアナ(た ち)と 小説 中小 説
Free Womenの 主 人公 アナの相違で あ り、 各 ノー トブ ックを統括 した はず
の金 色の ノー トブ ックの錯綜状態 であ り、 そ して ノー トブ ックか ら予想 され
る結 末 とFree Womenの 結末 の矛盾であ ろ う。
 しか し考えて み る と、 全て のアナ像 が等 しくなければな らない とい う読者
の意識 はモ ダニ ズムまでの旧来 の文学理論 に縛 られた思 い込み に過 ぎない。
ス トー リの一貫性 や明確 な ス トー リーを求 める意識 もしか りで ある。 ポス ト
モ ダニズ ムは記述 の一貫 性を否定 しモダニズムまでの思想 の中心 であ った完
結 した単一 の 自己 を否 定 したが、 レッシ ングの この小説 はその メタフ ィク
シ ョンの形 の上 で も、 サ ブジェク トを問題化 している点 で もポ ス トモ ダニズ
ムの傾 向を強 く帯 びて い ると言え るだ ろう。 もっと も、分裂 と虚 無へ のベ ク
トルが強 い ポス トモ ダニ ズムに比 較 して、 この作品 にはある新 しい自己の表
現 とい う積極 的 な方 向性 があ るように思われ る。そ れはポス トモ ダニ ズムの
影響 を受 けた シクス ーの フェ ミニ ズム理論 の方 向性 に近 い もので あるが、 こ




か しこれに対 して レッシング自身は 「この小説は女性解放運動の トランペッ
トではない」1)と述べている。 この彼女の言葉 はシクスーがフェ ミニス トと




る。これは既存の男性中心社会の中で女性 の対等を唱 う女性解放運動 とは次
元を異にす る論なのである。
 フェ ミニズム はポス トモダニズム と多 くの共通 項 を持 つ に も関 わ らず、後
者 の過剰 な脱構築 主義が フェ ミニズムの主 体 を も瓦解 させかね ない として反
発を呼んで きた。 しか しポス トモ ダンの手 法 を用 いて家 父長性社会 の フィク
シ ョン性 を暴 露す る ことはフ ェ ミニズ ムに とって は有効 以外 の何者 で もない。
The Golden Notebookは その有効性 を大 いに活用 したあ る種 の フェ ミニ ス
ト小 説だ と言 え るのではないだろ うか。
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 The Golden Notebookは メ タフ ィクシ ョン的な入 れ子 構造を持づ。 フ
レーム とな るFree Womenは アナとモ リー とい う二 人 の女性 を中心 に進む
短 い小説で あ り、五分割 されて間 にアナがつ けてい るとされ る四色 の ノー ト
ブックが挿入 されて いる。四色 のノー トブックはそれぞ れ異 な る問題 を扱 う。
黒のノー トはアナの作家 と して の問題 を、 赤 のノー トは彼女 の政治生 活 を、
黄色 の ノー トはス トー リーの案、青 の ノー トは日記 風記述 を受 け持 つ。当初
客観 的描写 の様 に思 われ るFree Womenだ が、 複 雑 な ことに これ も各 ノー
トブック同様 アナによって創作 された もので ある ことがやがて ノー トブ ック
の中で明 らか にされ る。 しか もこれは アナが全 ての ノー トブ ックを統一 させ
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る試 みの もとに書 いた金色 の ノー トブ ックの後 に書 かれ、金色 の ノー トブッ
クと引き換 え に ソウル ・グ リー ンとい うアメ リカ人 作家 か ら与 え られ た冒頭
文 に続 け られて い る。小説全 体が このよ うにいわば円環 構造 を持 ち、明確 な
始 ま りと終 わ りが存 在 しない。読者 にはそれゆえ、 この小説 が伝統 的な小説
形態 への不 満 を表 明す るため に書 かれてい ることを考え、 フ ィクシ ョン化 さ
れたアナ像 で あ るFree Womenの アナ と各 ノー トブックのアナを同一視 し
ないよ う注意す ることを求 あ られてい るのであ る。
 そ もそ もメタ フィク シ ョンは フィクシ ョンと批評 の中問 に存在 し、 フ ィク
シ ョンそ の もの を主 題 に してい ると言 われ るが、2)こ の作品 も伝 統 的な小説
形態 、そ して リア リズムが戦後 の混乱 した世界 に対応 で きるかを問 うて いる。
アナ は リア リズ ム小説Frontiers of Warを 出版 した後、 いわゆ るwriter's
blockで 書 けな くな って い る作 家で ある。 彼女 は共産党員 で あったが、 共産
党 がその存在意義 を無 く し崩壊 しっつあ る中、 自らの単 純す ぎた世界 観 とそ
の反 映で ある自分 の小説 を恥 じ、"everything's cracking up"(25)と 感 じ
てい る。
 ア ナの無力感 は、芸術 は世界 を リア リステ ィックに反 映 した ものでな けれ
ばな らな い、 そ して読者 に統一 された世界観 を与 えな けれ ばな らない、 とす
る信 念 に端 を発 して い る。 この段階 のアナにと って、 "wholeness","the
unitary self","integration"な どの概念が ゴールであ り、 そのために彼女 は
自 らの分裂 を食 い止 め整 理 しよ うとノー トブックを四冊 っ けは じめ る。 しか
し レ ッシ ン グの ゴ ー ル は アナ の ゴール と混 同 され るべ きで な い。 ア ナ は
"whole"で"unified"の ヒューマ ニス ト的 なセル フに執着 してい るが、 The
Golden Notebookは そ のよ うなセル フの概念 を批判 して い るか らであ る。3)
実際、統一 された 自己を求 め るアナの旅 は紆余 曲折 を経、四冊 のノー トブッ
ク、 それ に続 く金色 の ノー トブックを通 して彼女 が認識 す るのは自己の瓦解
に過 ぎない。 そ もそ も 「統一 された 自己」 な ど到達 不可能 な物 だった ことを
彼女 は悟 る。
ゆえにアナ とソウル ・グ リーンが狂気の中で 自我を溶 け合わせる金色の
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ノー トブ ックの後 に書 かれたFγ2θWomenが 、 ブロ ックを克服 した リァ リ
ズ ム作 家 ア ナ が書 い た リア リズ ム小 説 で あ る はず は な いの だが、Free
Womenが 過剰 に フィクシ ョン化 された小説 で あ るこ とに読者 は気 が付 きに
く くなって しま って いる。Free Womenが アナを リア リステ ィックに描 い
た中立的 な表現 なので はな く、 アナ自身 が書 いた フ ィクシ ョンで ある ことを
読 者が知 るのは金色 の ノー トの中で ソウルが アナに次 の小説 の冒頭文 と して
"The two women were alone in the London flat"(554)を 提供 した時 で
ある。 この ようにこの小説 は注意深 い読書 行為 を要 求 し、 パ ズルの よ うに複
雑 にな って い る。4)そ の上 これが四冊 の ノー トブ ック と金色 の ノー トブ ック
の後 にアナが生み出 した結論 のよ うな存在 、つ ま りフ ィクシ ョンな どこれ く
らい しかで きな いとい う諦念 を表 明す るもの とす る見方 も間違 って い ると思
われ る。 Free Womenが 究極 の結論 な どで はない ことは、 The Golden
Notebook全 体 の中 でそれが 占め る位 置 を見 て も明 らか で ある。 それ は小説
の最終部 に置かれて はお らず、流 れ もノー トブックによ り分断 され てい る。
こ こで 重 要 な パ ズ ル の コ マ はFree Womenの 冒 頭 文 がThe Golden
Notebook全 体 の 冒頭文 で もあ ることに気 づ くこ とで あ ろ う。 アナが生 み出
した新 しい小 説 と はFree Womenで は な く、 そ れ を 含 ん だ複 合 体The
Golden 1>?ebookな のであ る。 この複合体 は新 しい語 りの形態 と 「新 しい
フィー メイル ・サブ ジェク トを創造 す るこ と」 を 目指 し、 アナは 「そ うい う
新 しいサブ ジェ ク トの進化 の場」 で あ るのだ。5)
皿
 新 しい語 りの形態 の模 索 はアナが、 自分 自身 が分 裂 して い るため に、統一
した世界観 を描 くことがで きないと感 じる所 か ら始 ま る。彼女 の ス トー リー
は 「パ ター ンに陥 り」「真実 でない」(210)。 彼女 は リア リズムを信 奉す るあ
ま り、 自分 の感 情 によって ど うして も歪 め られ て しま うフィクシ ョンの形 を
捨 てよ うと決意す る。
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Why a story at all — not that it was a bad story, or untrue, or that 
it debased anything. Why not, simply, the truth? (77)
青 の ノー トブ ックで も彼女 は自分 の ス トー リー作 りの癖 を自己批判 して い
る。
I came upstairs from the scene between Tommy and Molly and 
instantly began to turn it into fiction — must be an  evasion. Why 
not write down, simply, what happened between Molly and her 
son today? Why do I never write down, simply, what happens? 
Why don't I keep a diary? Obviously, my changing everything 
into fiction is simply a means of concealing something from 
myself. (211)
  こう して フ ィクシ ョンか ら離 れよ うと した アナだが、 その試 み はす ぐに壁
に突 き当 たる。真 実で あ るこ とを求 めて 日記体 や新聞の切 り抜 き、短 編小説
な どを試 した四冊 の ノー トブ ック は、結局 真実 でな いことを露呈 す る。
So all that is a failure too. The blue notebook, which I had 
expected to be the most truthful of the notebooks, is worse than 
any of them. I expected a terse record of facts to present some 
sort of a pattern when I read it over, but this sort of record is as 
false as the account of what happened on 15 th September, 1954, 
which I read now embarrassed because of its emotionalism and 
because of its assumption that if I wrote 'at nine—thirty I went to 
the lavatory to shit and at two to pee and at four I sweated', this 
would be more real than if I simply wrote what I thought. (412)
`real'で あ り`true'で あ る表 現 が不 可 能 だ とい う彼女 の認識 は後 に黒 の
ノー トブ ックの中で夢 とな って現 れてい る。 自分の小説 を映画化 した ものを
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見せ られたアナは 「違う」と感 じ、監督 になぜ話を変えたのかと問 う。彼女
はここでよ り深い洞察を得ることになる。
 But Anna, you saw those people there, didn't you? You saw what 
I saw? They spoke those words, didn't they? I only filmed what 
was there.' I did not know what to say, for I realized that he was 
right, that what I 'remembered' was probably untrue. (462)
 このアナ の認識 はポス トモダ ンな もの といえよ う。す なわち いか なる表現
も`true'や`real'に はな り得 ない。 なぜ な ら人 の認識 は文化 や社会 の影響 を
受 け歪 め られてお り、記憶や主観 はその人 のい る社会 が構築 した ものに過 ぎ
な いか らで あ る。夢 は さ らに進 行 し、 ア ナ は 自分 が撮 影 した映 画 を見 て、
`But they aren't mine
, I didn't make them'(538)と 叫ぶ に至 る。 この時
彼女 は 自分 の分 裂(`fragmentation')が 戦 後 の社 会 の混乱 によ って 引 き起
こされたばか りで はな く、 もともと自分 に内在 して い るもので あった ことに
気 づいて いる。 この認識 を得 たこ とに よってアナ は唯一無二 のセル フとい う
伝統 的 に男性の もので あ った概念 か ら離 れ、新 しいフ ィー メイル ・サ ブジェ
ク トへ向か う契機を得 る。黒 のノー トブ ックの最 初 の部分 で彼 女 は言 う。
there were always two personalities in me, the 'communist'  Anna; 










ば フェ ミニ ズムにおいて は大 きな動 きで ある。 とい うの も、二 分法 は家父長
性社 会が女性 を`the other'と して制限 し、`symbolic order'に お ける男性
の優位 を確保 す る手段 と密接 に関係 しているか らである。 しか し四冊 の ノー
トブ ックの中の アナ はまだ そ こまで至 つて いない。彼女 はい くつ もの アナを
区分 し`real Anna'を 探 そ うと してい るが、 当然 これは失敗 す る運命 にあ る。
彼女 は各 ノー トブ ックを読 み返 して動揺す る。 そ こに自分 が見 当 た らな いか
らだ。`Matching what I had written with what I remembered it all
seemed false'.(418)と 絶 望 した彼女 はそれぞれ のアナ を統合 しよ うと、 四
冊の ノー トブックを終 わ らせ金色 のノー トブ ックを書 き始 め る。 この時 のア
ナはまだ`whole and integrated self'に こだわ ってい ることに注意 したい。
この後、金色 の ノー トブ ックの中で ドラステ ィックな変化 が起 きるので ある。
 しか し複数 の セル フを区分 す ることを止 めたこ とはアナには転 機 であ った。
いわ ば家父長 性社会 が押 し付 ける`the other'で もな く、 エ ッセ ンシ ャ リス
トが 押 し付 け る`womanliness'で もない新 しい サ ブジェ ク トへ の一 歩 を踏
み 出 した の で あ る。実 際 区分 す る こと(`compartmentalization')はFree
Womenの トミーに よって も批 判 されている。
You aren't even honest enough to let yourself be what you are-
everything's divided off and split  up.  ... You take care to divide 
yourself up into compartments. If things are a chaos, then that's 
what they are. (247)
 また この小 説全体 も同 じよ うな批判 であ ることに注 目した い。 この小説 で
はい くっ もの アナが どれ に も優位 をっ けることな く並べ られ てい るで はない
か。複数 であ ることを受 け入 れ ること、 これ は金色 のノー トブ ックで アナに
突 きつけ られ る課題 であ り、`symbolic order'に 対す る強 い批判 だ と言え よ
う。
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N 金色 のノ ー トブックはその直前 か ら始 ま って いたア メ リカ人作家 ソウル ・
グ リー ンとの関係 をめ ぐって書 かれて い る。彼 はい くつ もの人格 を持 ち分裂
した人物 で、破壊 的な狂 気 に衝かれて もい る。愛 を通 して彼 との同化 を強ﾘ
た ア ンは彼 の狂気 に も同化 してい き、 その結 果彼女 のセル フの壁 が突 き崩 さ
れ る。 この経験 は恐 ろ しくもあ る一方 で楽 し くもあ り、彼女 はアル ジェ リア
の兵士 や中国の農民 な どと意識を共有 す ることに喜 びを覚 える (523-4)。
彼女 はアナ に疲 れを感 じ、`anew state of being, one foreign to me'
(532)に な って い く。 アナ は ソウル の狂気 と交 じり合 い なが ら、 やが て`r
とい うことの、 っま りはことばの限界 を認識 す る。
I thought, Well, so he's back is  he.  ... Sick Anna was back. I, I, I, 
like a machine-gun ejaculation regularly. I was listening and not 
listening, as if to a speech I had written someone else was 
delivering. Yes, that was me, that was everyone, the I. I. I. I 
am. I am going to. I won't be. I shall. I want. I. (545)
狂気 はここで治癒の方法となっている。伝統的に女性 と結び付けられ、悪
とみなされてきた狂気を積極的に転換 していることはフェ ミニス トの立場か
らも特筆すべき点だと言える。6)彼女 は序文においても次の様 に述べている。
sometimes when people 'crack up' it is a way of self-healing, of 
the inner self's dismissing false dichotomies and divisions.  (8  )
 狂気 によって誤まった境界を突き崩 され、アナは自分が ソウルでもあり他
の人物たちでもあり、複数のセルフが同時に並列 している状態であることを
初めて受容することができるのである。アナはひとりではないし、 アナと名
をつけることで狭め られて しまう。 「どれが本物のアナなのか」 という問い
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はここで無意味なものとなる。 どのアナ も本物だし偽者なのだ。
 こう して金色 の ノー トブ ックを終 え、癒 され たアナはソウルに与 え られ た
文か ら新 しい小 説 を書 き始 めるのだが、そ の小説が不可能性 を苦 々 しく認 め
た上 で回帰 した`conventiona1'な ものだ7)と す るの は間違 って いる と思 われ
る。 その よ うな論 は レッシ ングが狂気 を積 極的な治癒の方法 と して用 いて い
ることに矛盾 して いる上 、Free Women(そ して この小説 全体)の 中で アナ
が試 して い る新 しい語 りを無 視 して しま って いる。 ことばの限界 を認識 した
ア ナ は しか し、 ことば を 使 う こ とを放 棄 す る ので はな く、そ の`limiting
effect'を 克 服 す る方 法 を試 しは じﾘた と見 るべ きであ ろ う。金 色 の ノ ー ト
ブ ックの中 でアナ は、 複数 の 自分 を同時 に表現 す るために`Iwould have
to"name"them in a different way'(535)と 語 ってい るのだか ら。
v
 アナ の新 しい語 りの方 法 は、形 態 的な作 戦 を伴 って いた。そ れ は ノー ト
ブ ックとフ ィク シ ョン(Free Women)を 並列す ること、 その どれ に も優劣
をつけな い ことであ った。 この方法 によ ってアナは様 々な像 とな つて現 れ る。
その どれ もが本物 であ つて本物 で ない。 さ らにFree Womenも 金色 の ノー
トブックの中で アナが手 に した認 識、す なわち彼女 と他者 の間の壁 が打 ち崩
され、 彼女 は同時 に他者 であ り多 くのアナが存在す るとい う認識 に基 いて書
かれてい る。彼女 は ここで各登場 人物た ちにアナの一部を与 えて お り、 いわ
ばアナの抱 える問題 を体 現 した ような人物 に作 り上 げて いる。 ノー トブ ック
に出て くる同 じ名前 の人 物 たち とFree Womenの 彼等 は著 しく異 な って お
り、 トミー の政治活動盛 ん な母親 モ リーは女優 に、 トミーの父親 リチ ャー ド
は平凡 な ビジネスマ ンか ら大 きな権力を持つ大資本家に され ている。 彼 の妻
マ リオ ンも魅力的 な当た り前 の妻 か らアル中で不満を抱 え る女性 に変 じて い
る。 トミー とジ ャネ ッ トの年齢 も変 わ って いる。 アナも古 い女性観 に縛 られ
た女性 とな って書 かれて いる。 そ もそ も リアルに書 こうとは試み られ て いな
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いのだ。 ひ とつの`authentic'な リア リテ ィー を作 り上 げる ことを拒 絶 し、
い くっかの相反 す る像 を並置す る ことに よ って、 そ の差異 に意味 を持 たせて
いるので はないか。つま り彼等が異 な って いる こと、矛盾 して いる ことに意
味 が あ る の で あ る。8)こ の フ ィ ク シ ョ ンの 中 の 人 物 た ち は、 ア ナ の
`multiple representation'な のである。
 ノー トブ ックの中で アナが抱 えていた問題 は この フ ィクシ ョンのキ ャラク
タ ーた ちが 体現 して いた り代 弁 した りす るが、`fragmentation'と`chaos'
と の格 闘 は トミー とい う登場 人物 が主 に具 現化 して い る。9)彼 はアナ とモ
リーが`fragrnented'で あ るのを評価 し、父 が 自分 に与 え よ うと してい る ビ
ジネスマ ンとして成功す る道 を嫌 って言 う。
People like Anna and Molly and that lot, they're not just one 
thing, but several things. And you know they could change and 
be something different. I don't mean their characters would 
change, but they haven't set into a mould. You know if 
something happened in the world, or there was a change of some 
kind, a revolution or something  [...] they'd be something different 
if they had to be. But you'll never be different, father. You'll 
always have to live the way you do now. Well I don't want that 
for myself. (52)
 彼 は ア ナ が ノ ー トに 書 き込 ん だ こ と を 消 し て 書 き 直 し て し ま っ て い る の を
み っ け 、 ど う し て そ ん な こ と を す る の か と 非 難 し、 さ ら に 彼 女 が 四 冊 の ノ ー
トに 自分 を 分 化 しよ う と して い る の を 責ﾘて`Why the four notebooks?
What would happen if you had one big book without all those
divisions and brackets and special writing?'さ ら に`you limit yourself'
(247)と 言 う。 ア ナ が 金 色 の ノ ー トブ ッ ク で 獲 得 し た 認 識 が 彼 の 口 か ら語 ら
れ て い る の で あ る。
さ ら に`compartmentalization'の悲 劇 が ト ミ ー に よ っ て 実 演 さ れ る 。 彼
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は自殺未 遂 の挙 げ句視力 を失 い、 やがてあんな に忌み嫌 って いた父親 の仕事
を受 け、 父親 そ っ くりの専制 的 な人物へ と変貌 して しま うので ある。 ア ナと
モ リー は彼 が今 や 「人生 で初 めてすべ て一 つに まとまった状態で」 あ りその
「恐 ろ しさ」 に気 づ く(335)。 自殺 行為 に よ って トミー は複 数存 在 した ト
ミーを殺 し、 ひ とっ だけ、父 親 の限界 も男性観 も受 け継 いだ トミーを残 す。
彼 は今 や`achievement'を 評 価す る男性中心主義者 へ と変 わ って しま ったの
であ る。`Unity'や`Integrity'と 称 されて いる概念 は実 は自分の なか の複 数
のセ ル フを殺 して限定 して しま う`compartmentalization'で あ る ことが こ
こで トミー とい う登場人物 によ って証明 され るのであ る。Molly Hiteが こ
の点 に関 して明快 な説 明を加 えて いる。
Unity, integrity, self—consistency, she implies, are not privileged, 
as they are in traditional therapy and indeed in traditional 
Western theories of personality. To be whole by societal 
standards is not to have resisted fragmentation but to have been 
reduced to be a single  fragment')
 こ うして 複数 の セル フを一 つ に限定す るこ との怖 さを知 った アナだ が、
Free Womenの 中 のアナ はは っきりと これを`multiple representation'に
まで昇華 させ る ことはな い。 ただ新 しい語 りの形 と して アナが壁 一面 に さま
ざまな文 や切 り抜 きを 貼 り付 け る場面 があ る。 それ はち ょうどい くつ もの
ノー トブ ックや フィクシ ョンを並列 した この小説全 体 と重な って見 える。
Free Womenの 結末 は しば しば失望 させ るもの と評 され る。 しか しこれ
はむ しろ、 既存 の社会 の中で`unitary'で`integrated'な 存在`free woman'
と して生 き るこ とを椰 楡 して い るよ うに思 われ る。複数 の 自分 を否 定す る
`compartmentalization'を 経 てのみ`free woman'が 生 まれ
、 それ は結局 家
父長性社 会の枠 の中で限定 されて生 きることに とどまって しまう。 モ リーの
結婚 やアナの情事 と結 婚相談員 としての就職 な どいかに も 「女性 的」 な結 末
はこれに対 す る皮 肉にな ってお り、 モ リーの`So we're both going to be
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integrated with British life at its roots'(576)と い う セ リ フ は ま さ に 象
徴 的 で あ る 。
Free Womenを 書 いた アナはそのよ うな分化 を逃 れ、 複数 のセル フを受
け入れて いる。 い くつ もの登場人 物が アナで もあ るこの短 編 と、 さ らに複数
の ノー トブ ックを優劣 な く並 置す ることによ って`multiple representation'
がThe Golden Notebookに お いて重 ねて実行 されて い るのであ る。
VI
 アナの`multiple representation'は 一貫 した アナ像 を提供す る ことを拒
絶 す る一 方 で、 い くつ も の 矛 盾 す る ア ナ 像 を 優 劣 つ け ず に 示 す。
Schweickartが 指摘す るよ うにその どれ もが同 じよ うに真 実性 が問 われて
しま う。ti)こ う して`truth'と`false'の 家父 長 的二分 法 はこの小説 の中 で は
完 全 に破棄 され る。 このよ うな`subversive feminist quality'を この小説
に見 ることは間違 いではないだろ う。Suzette Henkeは 次 のよ うに言 う。
The center of the text is everywhere and  nowhere  : the ur-
narrative perpetually eludes our grasp, just as the patriarchal 
fantasy of wholeness and self-presence proves unattainable in the 
postmodern frame of Lessing's paradoxical feminist program.'Z)
 レッシ ングの このよ うな作 品 はシクスーが主張 す ると ころの フェ ミニ ン ・
ライテ ィングに当て はまる。 シクスー はメデューサの狂気 を女 性の強 さと自
由 に見倣 しているが、13)狂 気 の中で新 しい語 り方 を見出 した アナの力 はまさ
に メデューサの力 と言 えよ う。家父長制社 会が構築 した多 くの二分 法を レッ
シ ングはポス トモダ ンのメ タフィク シ ョンの手法 を用 いる ことで壊 して見せ
る。 それは`true'と`false'や 、`real'と`fictional'や 、`madness'と`sanity'
や`man'と`woman'で あ ったが、 レッシ ングはそ の何 れ に も優 劣 をつ けず
同時並列す る。女性解放運動 と区別 して見 られ たい とい うレッシングの主張
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ももっともである。なぜなら彼女の目指す ものはもっと根源的なこと、既存
の家父長制社 会 に疑 問 を呈 し、 その`limiting effect'か ら男性 も女性 も解 き
放つ ことであ るか らだ。 その点で レッシ ングは ラデ ィカル ・フェ ミニス トと
いって もい いだ ろ う。 こ とばが潜在 的に持 つ`limiting'な 限界 を乗 り越 え生
み出 され た新 しい フィーメイル ・サ ブジェク ト、 アナは複数 存在 しその どれ
もが同じように存在する意味を持つことができた。どれが本物のアナなのか、
という問 い はこ うして破棄 された ので ある。
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